
当連結会計年度におけるYOKOGAWAグループの実績は、受注高、売上高、営業利益ともに前期比で増加しました。受注高につい
ては、前期後半から引き続きCOVID-19からの本格的な経済活動の回復を背景としたお客様の投資意欲が堅調であったことや為
替の変動影響があったことなどから、前期比で23.3%増（為替の影響を除いて12.6%増）となりました。売上高は、前期比で17.1%
増（為替の影響を除いて6.7%増）となりました。営業利益は、粗利率悪化、販管費増加の影響を受けながらも主に売上高の増加お
よび為替の変動影響により、前期比で44.8%増（為替の影響を除いて0.8%減）、売上高営業利益率（ROS）は9.7％となりました。

また、経常利益は前期比で36.0%増、親会社株主に帰属する当期純利益が前年に計上した事業構造改善費用や投資有価証券評
価損の反動などによる特別損益の増加、繰延税金資産計上による税金費用の減少などにより前期比で82.9％増となったことか
ら、１株当たり当期純利益（EPS）成長率が83.0%/年、自己資本利益率（ROE）は10.9％となりました。なお、営業キャッシュ・フロー
は約404億円となりました。

制御事業は、受注高、売上高ともに前期比で増加しました。受注高は前期比で24.1%増（為替の変動影響を除いて13.4%増）とな
り、売上高は前期比で18.0%増（為替の変動影響を除いて7.5%増）となりました。営業利益は、主に売上高の増加および為替の変動
影響により前期比で38.1%増（為替の変動影響を除いて2.1%減）となりました。測定器事業は、主に為替の変動影響により、売上高
は前期比で18.1%増となり、営業利益は前期比で35.5%増となりました。新事業他は、航空機用計器事業の譲渡に伴い、売上高は前
期比で38.7%減となり、営業損失は縮小しました。

世界的なインフレ進行やロシア・ウクライナ情勢の長期化によるエネルギー需給のひっ迫、資源・原材料価格高騰、地政学的な
緊張感の高まりなどが継続している中、今後の国際情勢および世界経済は不透明感を増しています。

当社グループの次期連結業績予想は、世界経済が全体として低成長となることが見込まれていることや、COVID-19後に再開さ
れた大口受注案件に一巡感がでていること、また、素材産業における投資が減速する見込みであることなどにより、受注高につい
ては減少が予想されます。売上高および営業利益は、半導体等を含む生産品およびプロジェクト調達品の調達難が継続している
ことから、限定的な伸長になると予想しています。これに伴い、経常利益は微増と予想されるものの、親会社株主に帰属する当期
純利益は、投資有価証券売却益等により増益となる予想です。

2022年度の実績および2023年度の予想
2023年5月9日現在

2021年度	実績（A） 2022年度	実績（B） 2023年度	予想（C） 差異（B）－（A） 増減率（B）÷（A）－1 差異（C）－（B） 増減率（C）÷（B）－1
受注高受注高（億円）（億円） 4,2054,205 5,1845,184 4,9004,900 +979+979 +23.3%+23.3% ▲284▲284 ▲5.5%▲5.5%
売上高売上高（億円）（億円） 3,8993,899 4,5654,565 4,7004,700 +666+666 +17.1%+17.1% +135+135 +3.0%+3.0%
営業利益営業利益（億円）（億円） 307307 444444 480480 +137+137 +44.8%+44.8% +36+36 +8.1%+8.1%
ROSROS（%）（%） 7.97.9 9.79.7 10.210.2 +1.9pt+1.9pt ーー +0.5pt+0.5pt ーー
経常利益経常利益（億円）（億円） 357357 486486 490490 +129+129 +36.0%+36.0% +4+4 +0.8%+0.8%
親会社株主に帰属する親会社株主に帰属する
当期純利益当期純利益（億円）（億円） 213213 389389 440440 +177+177 +82.9%+82.9% +51+51 +13.1%+13.1%

EPSEPS（円）（円） 79.6779.67 145.81145.81 164.84164.84※※ +66.14+66.14 +82.9%+82.9% +19.03+19.03 +13.1%+13.1%
ROEROE（%）（%） 6.66.6 10.910.9 ーー +4.3pt+4.3pt ーー ーー ーー

為替レート為替レート（円、対USドル）（円、対USドル） 112.94112.94 136.12136.12 130.00130.00 +23.18+23.18 ーー ▲6.12▲6.12 ーー

※2023年5月9日開催の取締役会において、自己株式の取得について決議しました。（取得期間2023年5月22日～2023年12月29日）
2023年度予想における「EPS（円）」については、当該自己株式の取得の影響を考慮していません。
従って、今後の自己株式取得の状況により、変動する可能性があります。

2022年度の実績および2023年度の予想

2022年度
営業利益

2021年度
営業利益

2022年度
営業利益
（為替除く）

2023年度予想
営業利益
（為替除く）

2023年度予想
営業利益

為替の影響 （円）

2021年度 2022年度
USドル 112.94 136.12
EUR 130.88 141.70

為替の影響 （円）

2022年度 2023年度予想
USドル 136.12 130.00
EUR 141.70 135.00

実質販管費増

実質販管費増

粗利率悪化

報酬制度変更

航機事業売却

粗利率改善
・実質粗利改善

・�製品粗利悪化（部品価格高騰、工場電力料金等）▲64
・PJT粗利悪化（工事損失引当金等）▲21
・物流費増�▲11

・先行投資
・人件費増

増収に伴う粗利増
（為替影響を除く）

増収に伴う粗利増
（為替影響を除く）

主に増収により対前年で増益となる予想粗利率悪化、販管費増加の影響を受けながら
も主に売上高の増加および為替の変動影響
により増益

（億円）

2022年度営業利益分析（実績） 2023年度営業利益分析（予想）

・新事業関連費用・戦略投資関連のれん償却�▲38
・DX基盤強化�▲13

・子会社／賞与引当会計調整

変動要因
・ インフレ、金融引き締めによるマクロ経済減速や ・ インフレ、金融引き締めによるマクロ経済減速や 

金融環境悪化金融環境悪化
・ 半導体等を含む生産部品およびプロジェクト調達品の・ 半導体等を含む生産部品およびプロジェクト調達品の

調達環境の変化調達環境の変化
・ 部材価格、エネルギー価格、人件費等の上昇・ 部材価格、エネルギー価格、人件費等の上昇
・ 地政学リスク増大とサプライチェーンへの影響増大・ 地政学リスク増大とサプライチェーンへの影響増大

■	制御事業　■	測定器事業　■	新事業他 （億円）

2021 2022 2021 2022 2021 2022 （年度）（年度）（年度）

受注高 売上高 営業利益

総資産は、売掛金および契約資産や投資有価証券が増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べ627億円増加し6,186億円とな
りました。また、負債合計は、コマーシャル・ペーパーや契約負債が増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べ162億円増加し
2,318億円となりました。純資産は、親会社株主に帰属する当期純利益の計上や為替換算調整勘定の増加等により、前連結会計年度末に
比べ465億円増加し3,868億円となりました。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ1.4ポイント増加し、61.4％となりました。

（億円） （億円）
6,186 6,186

5,558 5,558

＜資産＞ ＜負債・資本＞

2021 2022 2021 2022
122.39円 133.53円期末為替レート

(1米ドル)
期末為替レート
(1米ドル) 122.39円 133.53円

（年度）（年度）

*Othersの主な業種：ELECTRICAL & ELECTRONIC、IRON & STEEL、PULP & PAPER ほか
（年度）2021 2022

3,911

＜参考：制御業種別受注高＞
4,854

（億円）

（年度）2021 2022

3,911

4,854
（億円）

（年度）2021 2022 

（億円）

3,911

＜制御サブセグメント別受注高＞
4,854

ロシア関連
引当金

エネルギー＆サステナビリティ事業は、前期比で25.3%増（為替の変動影響を除いて12.8%増）となりました。主にUpstream、
Downstream、再生可能エネルギーが伸長しました。

マテリアル事業は、前期比で28.3%増（為替の変動影響を除いて18.9%増）となりました。主にChemicalが大きく伸長したほか、
鋼材、電池業種向けなども堅調に推移しました。

ライフ事業は、前期比で8.3%増（為替の変動影響を除いて3.6%増）となりました。

制御サブセグメント別の受注高実績

地域別の受注高は、大半の地域が前期比で増加しました。特
に、中東・アフリカ、中南米、インド、北米が好調に推移し、日本、
中国も引き続き堅調に推移しました。

制御地域別の受注高実績

P.98 財務ハイライトもご参照ください。

※航空機用計器事業の譲渡に伴い、2022年度より、従来「航機その他事業」としていた報告セグメントの名称を「新事業他」に変更しています 。

インフォメーション

セグメント別の2022年度実績

バランスシート

2022年度のYOKOGAWAグループの業績

2023年度のYOKOGAWAグループの業績予想
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